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研究成果の概要（和文）：ユビキタスネットワークは、家庭の安全安心を実現するために期待さ

れている。本研究では、2 つの課題を対象に、安心安全システムを検討した。第１に、地震等

の自然災害の際に、家族の安全を守るための情報を家庭に伝え、家庭内の自動制御を行うシス

テムである。第２に、家電機器などの消費財のリコールが発生した際に、消費者にこれを迅速

に伝え、危険な消費財から消費者を守るシステムである。本研究では、ユビキタスネットワー

クへの要求検討と設計、検証を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Ubiquitous network is useful to realize safe and security in home. 
This research studied two systems and network architecture of home network.  The first 
system sends information and control household appliances when natural disasters. The 
second protect families from recalled products by inform them of recalls. This research 
investigated requirement for the system, designed and evaluated system.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）2007 年 10 月から緊急地震速報の家
庭向けの送信が開始された。地震の P 波の検
知により、地震の到達前に、震度を事前に通 
知することができようになった。この情報を
活用し、住んでいる家屋固有の条件、家族の
構成や避難時の支援の要否を識別し、適切な
通報を行い、家庭内の設備や家電機器の自動
制御を行うことができれば、減災が可能にな

る。 
（２）エレベータ等の法律で保守が義務付け
られている機器や、ユーザーが保守契約を結
ぶことが多い業務用機器の場合は、製造会社
は機器の設置場所を特定でき、リコール発生
の際は、速やかに点検、修理、回収等の対応
ができている。一方、家庭用機器は販売店在
庫までは機器の捕捉が可能であるが、一旦消
費者の手に渡ると、どこでどのように使われ
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ているかは、把握されていない。家庭には複
数の製造会社の機器が存在しており、また、
機器も多様である。リコール発生時に消費者
に確実にリコールを伝え、消費者の安全を守
ることが重要である。 
 
２．研究の目的 
 地震等の自然災害から家庭を守り、危険な
消費財から消費者を守る、安全安心のための
ユビキタスネットワークの要求検討と設計、
検証を行う。 
(1) 地震の 2次災害を防止する家庭内ゲート
ウェイの設計と検証を行う。 
(2)消費者安全を向上する消費財捕捉システ
ムの設計と検証を行う。 
(3)リコールされた消費財を速やかに捕捉し、
地震等の自然災害から家庭を守る、ホームネ
ットワークの方式開発を行う。 
(4)これらを実現するための家庭内センサー

ワークの省電力方式の設計と検証を行う。 
 
３．研究の方法 
 まず、消費者安全および家庭内防災の 2つ
の課題に関し、システムへの要求とホームネ
ットワークへの性能要求をまとめた。 
 システムへの機能要求に関しては消費者
安全と家庭内防災のそれぞれに対し、システ
ムの要求仕様をまとめ、設計、検証を行った。 
 一方、ホームネットワークへの性能要求に
関しては、消費者安全と家庭内防災に関し、
システム内での共存を条件として共通的に
要求の整理を行い、ネットワークシステムの
アーキテクチャにまとめた。 
 このような研究手順を取ることにより、消
費者安全と家庭内防災の両方のシステムの
課題に対する解決策を提示すると同時に、複
数の課題の解決の共通インフラとしてのホ
ームネットワークの設計を適切に行った。 
 研究は、研究代表者と大学院生の連携によ
り実施した。 
 
４．研究成果 
 研究の目的で述べた項目にあわせて、研究
成果を以下のとおり報告する。 
 
(1) 地震の 2次災害を防止する家庭内ゲート
ウェイの設計と検証 
①緊急地震情報を受信し、家庭内ネットワー
クの輻輳を制御し、遅延時間を軽減できる家
庭内ゲートウェイの設計を行い、機能・性能
の検証を行った。既設の住宅に適用可能な電
力線通信を用いた場合に発生する隣接家屋
との信号干渉問題を解決するため．複数の住
宅間で配電線を共有することを活用し、全て
の家庭に向けて情報を送信した後、前もって
定期的に計測した信号の S/N に応じて家屋
内で個別送信することで干渉を軽減できる

ことを示した。 
②緊急地震速報を受信し、震度、家屋条件や
ハンディキャップの有無などの家族構成に
基づいた最適な避難提示やユビキタスネッ
トワークによる家庭内機器の自動制御を実
施する家庭内ゲートウェイの要求定義を実
施し、制御仕様を設計し、検証した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１． PLC（電力線通信）を用いた家庭

内防災システム構成図 
 
(2)消費者安全を向上する消費財捕捉システ
ムの設計と検証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２． 消費生活用機器の安全・安心シス

テム 
 
①消費財の情報を蓄積し、リコール情報を検
索処理する家庭内ゲートウェイの要求定義
を行った。家庭内ゲートウェイの要件は、家
庭の安全安心を実現するための、家庭内ネッ
トワーク制御機能、データ蓄積処理、広域ネ
ットワークとの接続機能、家庭内の測定・制
御機能、セキュリティ機能、アプリケーショ
ン共存における、優先度制御、システム障害
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の波及防止であり、これを実現するための基
本設計を実施し、性能を検証した。 
②消費財のトラッキング（捕捉）機能を内蔵
したユビキタスネットワークの通信ノード
（スマートアウトレットと呼ぶ）の設計と検
証を行った。 
③消費財の捕捉において、電子機器や子供用

品などのように、譲渡などにより、新品の購

入時の所有者と、数年後の使用者が異なるた

め、適切なユーザー捕捉が行えず、適切なリ

コールが行えない状況が増加している。使用

者と所有者を区別し、確実なリコール情報配

信を行うシステムを設計し検証した。 
 
(3) 危険な消費財から消費者を守り、地震等
の自然災害から家庭を守る、ホームネットワ
ークの方式開発 
 消費財の情報を広域のクラウドと家庭内
のホームゲートウェイとの間で連携し、クラ
ウド側では、マネジメントを行い、ホームネ
ットワーク側では、実時間処理を自律分散で
行う最適構成を設計した。 
 
(4)家庭内センサーワークの省電力方式 
 ホームネットワーク内のセンサノードの

グルーピングによる間欠動作を実現し、安全

安心のためのセンサーの動作時間の延長方

式を設計し、評価した。 
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